
ガスエんろ周囲の温庸分唱につい

1. はじめに

最近めれ所持;品は.泌総の多さと便利さが増し

台所仕事も省力化きれて茅ているが.今 t，~ に台所

内侠さは、昔とよれま 1)識とわってい年いと怠われ，

特にガえこんろ台は狭<.ガスこんろが火災発生

め原因となる鴇合が多い。

東京消防庁管内における昭和53年中の都市ガス

しPカd ス1診を使潟する移動可能な総誌かんの火災殺

生件数 1)は715件であった。このうちガスこんろ・

ステ…ブルカイ発火源、となったものは5411千と大学

をしめて L、る。

既にガえこんろからのお火危険・熱器平等に

いては幾多の発表ーがなされているが.今回は. J 

規格に定められたアルミ鍋を黙し¥ かえこん

Ji!il闘のぽ{本i品!支分布を illil定し併せて断熱方法につ

いて研究を行ったので報管する ω

2. 実験目的

ーロガスこんろ電二口々スこんろが泌総墜体に

及ぼすj品度分布を ;1111定する.又ステンレス板によ

り防熱級公作成し遮熱効経についτ実験続討を

ヲ。

3. 実職内

( 厚ち 12ミ1)の合板によリ.河期極度illil定台(

1 )を組立て.熱電対 (CC線)を合板壁体の袋面

から{立にぶすように狩込み，こんろや央に

ルミ鍋をかけ水を煮沸したとき.次の項目につ

いて坂度分布を測定した。

実験 l
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消防科学研究所報　１７号（昭和５５年）



都市ガス 68を使用，なお，実験にさきがけ カス圧を測定した(表 1) 

表 1 都市ガス(6 B )圧力変化
(mm!¥q) 

みぞと AM p~ 

9目。。 9 :30 10: 00 !O: 30 11: 00 11: 30 12:00 

156 150 156 156 156 156 

内< 157 155 157 156 156 153 

3 154 155 154 153 J54 154 152 

4 153 155 J52 • 155 154 153 152 

5 155 155 155 155 155 15:， 

ア 赤外線カメラによる温度分布撮影

合板壁体とステンレス板張憎体のコーナー

に二口こんろを置き，亦外線カメラにより I:，~

体の裏面と正面から1M彬した。

イ 各種整体について時間経過に伴う砧度変化

合板峡体・ステンレス板娠I判本・波形ステ

ンレス板張惜の 3種類についてl:，t体コーナー

に一口，二口こんろを誼き，点火してから単

体温度がサソチュレート(以下「平衡」と嘗

・う)するまで実施した. (写真 1. 2. 3) 

ウ 合板ilF体からこんろの位置を変えた時の品

度変化

一口，二口こんろを ':I~体から O. 2.5. 5. 

10. 15. 20c照の位:震に置き，点火してから 1:，'"

体温度が平衡に達するまで実施した。

実験 2

都市ガス 13Aを使用 ガス圧180mmAq

ア ステンレス板及びステンレス張石綿板によ

る防熱板についての遮熱効果

図 3に示す防熱板と図 4に示すアルミ製の

固定具を作成し. l:，~体から 15 ミリ離した位置

に取付け，きま体t副主が平衡に達するまで実施

した。(写真 4) 

写真 1 合板壁体

12: :1I1 1 : 00 l目3U2 :日日 2 : 30 通aω 3 ..如 4 :00 4 : 30 5 :00 

156 156 157 15i 158 157 155 153 

ISl} 156 J56 157 157 156 156 156 

154 158 15H 158 159 155 15l! 156 15~ 

154 157 157 157 157 ISti 157 155 154 14H 

15n 156 156 157 159 154 157 156 153 149 

写真2 ステンレス板張壁体

写真3 波形ステンレス板張壁体

写真4 防偽板の取付状態

( 13 ) 
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写真7・ステンレス板張壁体の温度分布(裏面)

(2) 合板・ステンレス板・渡形ステンレス板壁体

の時間経過に併う温度変化

図 5， 6に結果を示す。

一口，二口こんろとも伺IJ磁聖書体温度が高くな

っている。このことについては， こんろの外作

が背面側よリも狭いことから.出土体とバーナー

との間が近いためと考えられる。

各階f本とも点火後約 l時間経過することによ

リ， r!t.~体 1品 J支は平衡状態となった。

なお.合板壁体で二口コ/ロを設置し.点火

後 3 時間経過したテ -9 →を取ヮたが.生~J 1 時

間で略体温度は平衛状態となリ上-界は見られな

かった。
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図5 時間一温度曲線(一口コンロ)

(3) 合板壁体からニんろの位置を変えたときの温

度変化

図 7. 8に結果を示す。

一口.二口こんろとも明体に近付けることに

よリ. I:，Y，体1品度は急速に上昇する。

図 8は点火後 1時間純過したときの1it度分布

である。水を煮沸した比較的安全な方法で行っ

た実験であったが， iHIJ面て.'1l4'Cの高L、温度とな

リ.写真8に示すように茶褐色のダ円形状に焦

げた。なお二口こんろでカラ焚を行ったところ.

合板壁体側面で 146'C，背面で112'Cの高温とな

った。
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図6 時間一温度幽線(二口コンロ)
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図7 距離時間幽線

写真8 側面壁体の焦げ状態

( 15 ) 



)
 

i
 

{
 

L 、

'; 

Ih 

もの

L 、
/う j

( 

ιh 

i
 

j
 

f
 

。
仙
の

トし ぴ〉

曾}
 

t
 



表 3 防熱板による温度比較 (13Aガス)

壁体から 駿i本円Jlitfiil攻(t:) 
I;)j ，¥ ffi の距離

(mm) 11域同 2鼠副 3腿日

無 L 52 53 56 

0.3mm 7，テノレえ桜 25 21 26 

O.5mmえテシレス似 24 25 27 

I晋
0.3mm王子ンレえ板

35 主$ 34 
(石綿版取付)

0.3mm A テノレえ悦
26 Z事 29 

(黒色 i11告を)

防?~似 i品!支 I∞ 104 告5

表 4 黙伝導率

(20'C的位() (kcal/mh deg) 

銀(純) 360 すうえ(悦) 0.65 

銅(普通商品) 320 アスベスト(版} 口6

金 267 コン 7'Jート 0.4-0.5 

アル iニウム(純) 196 コ1.. 0.204 

1'k 45 7ラスウル 0.03 

炭素鍋(1.5%C) 31 水 0.514 

18-8ステンレス 14 空気 0.0221 

写真9 防熱板の取り外し

( 17 ) 

今回行ったアルミ鍋をこんろの中央にかけ水を

煮沸した比較的安全な方法であったが.こんろ側

面の壁体は 100.C以上となリ茶褐色に焦げ，出火危

険のある状態となった。

このことから，壁体とこんろの聞は有効な断熱

方法をとるか十分な保有距離をとる必要がある。

また.実験結果から次のことが言える。

(1) ステンレス板そ可燃性笠体に直接張っても熱

伝導し.蓄熱によって.むしろステンレス板を

張らない場今よりも伝導過熱による出火の危険

性は書簡くなると考えられる。

(2) 波形ステンレス板で空気層をもたせることに

より .HR体温度は低下するが，熱せられた空気

が移行しにくいため効呆的でないと考えられる。

(3) 図 7に示す結果から.火災予防条例で定める

保有距離をとることによリ.伝導過熱による出

火の危険性はなくなると言うことができる。

(4) 防熱板によ 1).壁体とこんろ聞に自由に熱移

動する空気層を設け，放熱効果を図ることによ

り断熱効果を上げることが出来る。

6. お わ り に

今回の実験は比較的安全な方法で行ったが.鉄

板焼板.フライパン等を使用した場合にはかなり

の高温度となると思われる。防熱板に関しては一

口こんろに対しての実験であるため，今後多くの

実験を行L、検討する必要があると考える。

本研究に際して，調査課資料係の方々の御協力

をいただいたことに謝意を表します。
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